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苅折 修二 (/京大 ･医)
脳幹部において多くのノルアドレナt)ソ性神経細胞を
含む青斑核 (L∝uscoeruleus),およびセロトニン性
神経細胞を含む放線核(Nucleusraphe)が党他一睡眠
周期の維持,条件行動,情動行動,摂水行動,爪先,小
脳 Purkinje細胞,海馬錐体細胞,三叉神経群斑結核お
よび外側T,定状体核中継細胞の衝撃伝達に抑制.ないし.
脱抑制践悦などに関係するといわれている｡しかし,こ
れらの研究はラットまたはネコにおける成机である｡今
回はアカゲザルをmい,青斑核,縫線核などを刺汲また
は破壊して.その間の組織化学的,横位的変化を祝祭し
た｡
アカゲザル5訳をmいた｡まず,背斑核,放線核およ
び三叉神経帝髄路核に脳定位固定法に従ってTE極を刺入
し,同時に犬伯仰榊こ穴をあけて歯髄刺放電柘を挿入し
た｡三叉神経神髄路核より記録した順行性 field電位は
2つの陰性班よりなり,これまでのネコの成机 と比較
し,ほとんど同一射′いこて実験可能であった｡焚験終了
校の組織像より,-7･斑核および縫線核の位匠を同定 し
た｡次いで･7才斑核,下守斑核,大脳皮質などに電極を埋
込んだ動物において,ノルアドレナリン性神経細胞部位
の頻回刺激が行動および自発脳波を覚醒したが,井波庄
野波などを誘発しなかった｡
次に,青斑核および上行性ノルアドナレリン性神経路
を破壊した動物を用いて,大脳皮質のノルアドレナリソ
量を化学的に測定した｡青斑核吻側部,ノルアドレナリ
ン性背側被蓋路の破壊動物では両側大脳皮TIのノルアド
I/ナリン畳は著明に減少したが,苛斑核の用側部の破壊
動物では,破壊側のNA皿が軽度に減少した｡以上の成
机から,青斑核からのNA線維は大脳皮Tfへ分布し,一
部は交叉して反対側へも分布していることが明らかにな
った｡
サルの実験的肝性脳症に関する研究
班部 和則 (岐大･医)
祐柄苗弥太 く岐大 .医)
突放的肝性脳症は,従来主として犬に門脈下大静脈吻
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